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岩手県中北部における水稲直播栽培の経営的評価
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1　は　じ　め　に

今日の水田農業の中心問題に直楢がある。ここでは，現

場の農業者が経営に取り入れた事例として，昭和61年

（1986年）から土壌中たん水直揺栽培を導入した岩手県花

巻市宮野目地区の「新稲作研究会」について，調査結果を

基に，直播栽培の経営的効果を検討した。

花巻市宮野目地区の立地条件は．岩手県の中央にあり．

水稲作にとって最も気象・土壌条件に恵まれている。また，

国道4号線と花巻空港に隣接し，交通の便が良好なため安

定的な兼業が進行している。

新稲作研究会が直播に取り組んだ発端は．会長であるA

氏が転作を契機に水田主体の経営から複合化を進めた過程

で，春の労働が過重になったことである。そこでA氏は，

田植労力の軽減のため当時話題になりつつあった土壌中た

ん水直播栽培を試みた。その結果が良好だったので．同じ

ような問題に悩む集落の中核農業者の仲間5戸で，直播の

実用化に向けて「新稲作研究会」を組織した。

現在8戸が参加して，参加農家の水稲作付面積の1割に

相当する4．5haの直播栽培を行っている。現在の参加農家

表2　A農家の直播栽培作業休系

の概要は表1に示したとおりである。

2　調　査　方　法

調査研究には，研究会の記録を基礎資料とし，聞き取り

調査や直播作業のタイムスタディーを行った。また，会長

であるA農家の記帳を参考に経営分析などを行った。

3　調査結果及び考察

調査結果から．研究会の栽培体系について表2に直播栽

表1新稲作研究会の農家経営概要　　　単位：ha
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主 な 経 営

A 4 3 6．0 4．2 10 ．2 8 ．4 1．5 水臥 シイタケ、リンく 野菜、小麦

B 3 9 4．5 3．5 7 ．5 6 ．5 1．0 水 稲 、 野 菜 、 花 き

C 4 1 4．0 1．3 5 ．3 5 ．0 0 ．5 水 稲 、 肉 牛

D 4 0 3 ．0 3 ．0 6 ．0 4 ．8 0 ．1 水 稲 、 野 菜

E 3 8 2 ．0 0 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．1 水 稲

F 5 1 4 ．0 0 ．0 4 ．0 3 ．0 0 ．5 水 稲 、肉 牛 、野 菜 、小 麦

G 4 8 5 ．0 5 ．0 10 ．0 3 ．0 0 ．6 水 稲 、 酪 農

H 4 5 4 ．0 5 ．0 9 ．0 8 ．0 0 ．2 水 稲 、 野 菜

単位：10a当たり

作業種類
項　 目

耕　　 起 種子準備
カルパー

コーテ ィング
施　　 肥 代 か　 き 播　　 種 本田除草

技 術　 内　 容

ロータ リー耕 （》　 塩 水 選 カルパー 粒状 肥料散布 （D　 荒　　 代 土壌中湛水 拉剤散布

（診 予 括
③ 消 毒
④ 催 芽

コーテ ィング ②　 植　　 代 直播 （粂播）

作 業　 期　 間

秋　 排 4 ／10～30 4 ／25 4 ／10～15 4 ／20 早限 4 ／25 移植直後

11／ 1 ～30
春 耕

4 ／10～25

～ 5 ／ 5 ～ 5 ／ 7 　 ～晩限
ササ 5 ／ 5
他 5 ／10

5 ／ 5 ～20

使 用 農 機
（台数各 1 ）

トラクター ④　 催 芽 器 コーテ ィング 軽 トラック トラクター 軽 トラ ック 軽 トラック

ロー タ リー マ シン トラクター
ブロードキ十スター

代か き

ロー ター

乗用田植機
＋直播機

動 力散布機

作 業　 時　 間 0．7 0．2 1．2 0．3 1．2 0．5 0．1

使　 用　 資　 材
種子 5 kg
タチガレエース

カルパー16　10kg 高度化成　　40kg サンバード
プッシュ車

各

拉剤
立剤
3 kg

費　　　　 用 － 2．922 3．789 3．78 2 6．1 10

本田除草以降は移植と同じ
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培の作業体系をまとめた。これによって労働のピークが平

坦になること，作業期間が10日程度前進すること．管理・

人力作業が減少することが明らかになった。

表3にA農家の10a当たり労働時間を示した。直楢を導

入することによって，県平均に比べて大幅に短縮する。な

お移植の作業時間はこの規模の平均的な労働時間である。

衰3　花巻市新稲作研究会A農家の10a当り労働時間

項　　 目
平均4 年度A 農家 平郎 年度

県平均 ・③

体　 系　 比　 較

直播① 移植② （9 ／② ① ／③ ② ／（診

種 子　 予　 措 1．4 0 ．5 0 ．6 280 ％ 233 ％ 83 ％

苗 代 一　 切 － 4 ．4 5 ．8 0 ％ 0％ 76 ％

本 田耕 起 代 掻 2 ．8 2 ．8 5 ．1 100 ％ 55％ 55 ％

基　　　　 肥 1．3 1 ．3 2 ．8 100 ％ 46 ％ 46 ％

直　　　　 播 0 ．5 － － － － －
田　　　　 植 － 5 ．1 7 ．2 0 ％ 0 ％ 7 1％

追　　　　 肥 0 ．5 0 ．5 0 ．5 100 ％ 100 ％ 100 ％

除　　　　 草 1．9 1 ．9 2 ．2 100 ％ 86 ％ 86 ％

潅 排 水 管 理 3 ．2 3 ．2 8 ．5 100 ％ 38 ％ 38 ％

病 害 虫 防 除 0 ．6 0 ．6 1．2 100 ％ 50 ％ 50 ％

稲 刈 ・脱 穀 3．6 3 ．6 12 ．7 100 ％ 28 ％ 28 ％

乾 燥 ・調 整 1．6 1．6 1．7 100 ％ 94 ％ 94 ％

計 17．4 25 ．5 48 ．3 68 ％ 36 ％ 53 ％

図1に会全体の直播面積と単収の推移を示す。良質米品

種の収量差が大きいことが明らかである。なお，図には示

していないが移植との品質差はほとんど見られなかった。
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図1新稲作研究会における直播面積と単収の推移

直播栽培導入前後のA農家の経営概要を調査したところ，

昭和61年度以降水稲を中心に規模拡大を進めながら，機械

施設の投資と雇用労力の依存は抑制されていることが明ら

かになった。

直楢の安定性については，まだデータの蓄積が不十分で

るが，不良年である平成4年度の結果を考察すると，失敗

例のほとんどは台地の粘質土壌であったことと，ササニシ

表5　　今後の課題

キなどの良質米品種が移植との収量差が大きかったことを

あげることができる。

4　ま　と　め

直播の効果を3点にまとめ表4に示した。直楢より8時

間省力化されるうえ，育苗箱の運搬といった重労働がなく

なり作業時間以上に省力効果があると考えられる。

表5に農家に依頼したアンケート調査の結果を経営の位

置付けとは場等の選択．直指に適した作業休系，農薬等資

材費の低減の三つにまとめた。特に，直播適応性の高い良

食味品種がなく．生産販売に問題があるとしている。

調査対象においても，平成4年のように宙立ちが悪く移

植し直す等多くの課題を残している。しかし，経営に取り

入れた事例では，直播栽培を一部導入し規模拡大・複合部

門の充実を進めながら，省力化と作業の平準化を図り，機

械施設の投資や雇用の増加の抑制を実現している。このこ

とは，水稲についてはある程度の減収が生じても，経営全

体では利点があると言う実施農家の見方を裏付けている。

このように．複合経営などにおいても．直播栽培が導入

される可能性があると考えられる。

表4　直播の導入効果　　　　　　　　　10a当り時間

項　　　 目 作業荷重等 具体的数字

省

力

化

床土運搬・砕土・肥料農薬混合・箱詰 2短×20箱 1．0時間減少

種子予措・かレバーコーティング 5kg十5kg＋10厄 1．4　 増加
育苗箱に播種 2．5kgX 2【備×2 0．6　 減少
育苗機への箱の出し入れ 6k X 20箱×2 0．4　 減少
育苗ハウスへの箱の出し入れ 6kgX 20箱×2

8kgX 20箱×2

15kg

0．4　 減少
育苗管理 2．5　 減少
甫箱の圃場運搬と苗補給 0．5　 減少
移　 植 1．5　 減少
播種掛こ種子を補給 0．1　 増加
播　 種 0．4　 増加
育苗ハウスの設置と撤去・育苗箱清掃 2．8　 減少
補　 植 0．3　 減少

小　 計 8．1　 減少

資
材
等
節
約

育苗資材 9，971円減少

種子等 （3．6kgから5 kgに増加） 砧5円増加
カルパー剤 （10kg） 3，789円増加
育苗関係機械施設償却費用 22，376円減少

設置面稜 8d 減少
除草剤 （サンバード＋プッシュ体系） 2，310円増加

規 1日当り作業面槙の拡大

育苗箱運搬

4ha ・日

模 作業開始の早射ヒ 10日前進
拡 4月中旬から5月中旬の労働時間減少 8．1時間減少
大 労働負荷の軽減 2．1時間減少
等 育苗管理からの解放

項　　 目 課　 題　 の　 概　 要 考 え　 う　る　対 応 策

経営 上の位置づけと ほ場条件 の良好 な土地 が，収量 は安定 して い 経営内部で の水稲 の位置づ けを見直 し，試 算

圃場 ・品種の選定 る。ササニシキなど良質 米品種が不安定である。 によ って土地労働力の配分の最適値を見つける。

直播栽培 に適 した作 カルパーコー トか ら代か き ・播種 までの期間 代か き作業 のいくつかの機能の うち，他 の作

業体系の確立 が短 いため，作業に余裕がない。 業 で分担 して，作業 を簡素化で きないか検討 す

均平を良好す る必要があるが土を練 りす ぎる

と苗立 ち不良 になる。

る。

農業薬剤費等資材 費 カルパーや除草剤の価格が高 い。 しか も，効 新 しい除草剤 などの検討を行 う。

の低減 果が不安定 であ る。 移植 と直播 を交互に行い，使用除草剤を変更

す る。
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